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③ 
民主主殺に徹し生活を合理化 して近代的な阿にいたしましょう。(町民75fEより)
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、
ー'ミエコ

新しい体育館で入学式
待ちに待った入学式。雪が解け 児童に迎えられましたが、先輩た

めっきり春めいた 6目、 11の小学 ちの歓迎の演技に r私にも できる

校て・いっせいに行なわれました。 かな』と真剣なまなさし。(写真)

今金小では、 103人のよい子が この子たち をみんなで健やかに

昨年秋できたばかりの体育館で全 育てたいものです。 No.l7. 



第
一
固
定
例
町
議
会
は
=
一
月
十
二
日
か

ら
十
九
日
ま
で
開
か
れ
、
新
年
度
各
会
計

予
算
、
四
十
七
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、

乳
幼
児
臨
療
費
の
助
成
魚
例
制
定
な
ど
醗

案
二
十
六
件
を
審
議
し
、
町
総
合
計
画
基

本
構
想
を
特
別
委
貝
会
で
審
査
す
る
ほ
か

は
い
ず
れ
も
原
案
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は

次
の
と
お
り
で
す
。

く墾竺竺型空さ

国保病院を充実

花石に簡易水道
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特別会計のあらまし

般

質

問

こ
の
議
会
で
町
政
に
対
し
て
五
磯
良

か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
、
町
長
と
教
育

長
が
回
答
し
ま
L
P3

お
も
な
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
中
学
校
統
合
が
進
ん
だ
場
合
、
統
合

校
舎
の
新
築
が
必
要
で
な
い
か
、
ま
た

廃
校
し
た
後
の
教
室
の
維
持
管
理
は
H
n

生
徒
の
教
育
を
第
一
に
考
え
、
地
域
住

民
的
理
解
を
得
て
全
校
内
統
合
を
進
め

五
十
二
年
ご
ろ
に
は
統
合
校
舎
の
新
築

を
考
え
て
い
る
.
廃
校
後
は
‘
小
学
校

の
特
別
教
室
へ
の
転
用
や
住
民
活
動
の

場
に
活
用
し
た
い
。

。
小
学
校
児
童
の
通
学
対
策
は
M
H
遠
匝

離
通
学
児
童
を
は
あ
く
し
、
通
学
質
的

補
助
な
ぎ
積
極
的
に
検
討
す
る
。

。
総
合
公
園
な
ど
の
計
画
は

i国
民
休

〈〉
四
十
八
年
度
寄
会
計
予

算一
般
会
計
十
億
七
百
三

十
六
万
四
千
円
、
特
別
会

計
四
億
四
千
七
百
五
十
一

万
一
干
問
で
総
額
十
四
億

五
千
四
百
八
十
七
万
五
千

円
に
な
り
、
前
年
度
と
比

べ
一
般
会
計
で
三
二
%
、

特
別
会
計
で
ニ
一
二
%

の
増
で
す
。

(
詳
し
い
内

容
は
三
、
六
、
七
ペ
ー
ジ

で
特
集
し
て
い
ま
す
)
。

〈V
四
十
七
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二

百
八
万
六
千
同
が
追
加
さ

れ
‘
予
算
総
額
は
八
億
五

千
六
百
十
二
万
五
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、

東
雲
線
ほ
か
側
溝
整
備
に

百
五
十
万
四
千
円
、
ダ
ン

プ
借
上
に
二
百
八
十
三
万

円、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

建
設
に
五
十
一
万
七
千
円
、

団
代
開
拓
道
補
修
に
三
十

四
万
五
矛
向
、

道
路
用
地

A 

。
国
民
健
藤
保
険
会
計
事
業
勘
定

(
一

億
七
千
六
百
六
十
三
万
三
千
円
)

国
保
税
二
二
%
の
伸
び

総
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
=
一
八

九
%
増
で
、

一
億

一
千
六
百
十
五
万
八

千
同
町
国
脱
支
出
金
と
五
千
五
百
二
十

七
万
円
何
回
民
健
康
保
険
税
が
お
も
な

財
源
で
す
。

医
療
費
は
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化

や
受
診
増
か
ら
四

O

六
%
も
伸
び
て

い
ま
す
が
、
被
保
険
者
向
負
担
を
極
力

軽
減
す
る
た
め
一
般
会
計
か
ら
五
百
万

暇
村
設
定
を
急
い
で
、
国
民
宿
舎
の
建

設
、
観
光
農
業
、
温
泉
町
開
発
、
運
動

公
聞
な
ど
考
慮
し
て
い
く
と
と
も
に
、

都
市
計
画
の
な
か
で
四
十
八
年
度
か
ら

都
市
公
間
的
計
画
立
案
を
す
る
。

。
老
人
対
策
の
推
進
を

L4人
家
庭
器

仕
貝
の
P
R
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
強

化
、
敬
老
会
記
念
品
代
的
ア
y
プ
、
老

人
居
室
増
築
融
資
制
度
内
活
用
、
手
職

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
な
ど
生
き
が
い

の
あ
る
老
後
を
お
く
っ
て
も
ら
、
え
る
よ

‘
つ
キ
メ
細
か
く
進
め
る
。

。
底
療
費
無
料
化
に
よ
り
病
院
の
ベ
ッ

ド
が
老
人
に
占
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

が
そ
の
対
策
は

1
特
別
益
議
老
人
ホ
ー

ム
を
四
十
九
年
度
単
年
度
で
建
設
す
る

4
つ
努
力
し
、
こ
れ
に
対
処
し
た
い
。

〈
〉
乳
幼
児
の
死
亡
は
胎
児
の
と
き
の
原

因
が
大
き
い
。
妊
産
婦
の
医
療
賢
岳
無

料
に
し
て
は
H
財
源
的
見
通
し
が
つ
け

る

第 1固定

例町議会

買
収
に
二
十
三
万
円
、
納
税
貯
蓄
組
合

奨
励
金
に
二
十
万
九
千
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
入
で
は
町
償
四
百
九
十

万
円
、
町
税
百
二
十
四
万
四
干
円
な
ど

が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

八〉
四
十
七
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

土
地
開
発
公
社
を
設
す
一

/
 。

今
金
町
土
地
開
発
公
社
の
設
立

公
共
用
地
、
公
用
地
な
ど
の
取
得
、

管
理
、
処
分
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
秩
序
あ
る
整
備
を
し
よ
う
と

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
的
先
行
取
得
は
、
こ
れ
か
ら
の

行
政
推
進
に
と

っ
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
ま
す
が
、
現
在
で
は
財
政
的
に

容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
公
社
を

設
立
し
、
町
内
施
策
及
び
長
期
計
画
に

そ
っ
て
用
地
を
計
画
的
に
取
得
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

~v簡
易
水
道
条
例
の
制
定

今
金
、
樋
川
に
続
い
て
花
石
に
簡
易

水
道
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
が

一
本

化
さ
れ
ま
し
た
。
花
石
簡
易
水
道
事
業

向
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
給
水
人
口
は

花
石
市
街
地
町
二
百
八
十
人
を
見
込
ん

円
を
繰
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
保
険
税

は
前
年
度
当
初
に
比
べ
二
一
九
%
増

に
押
、
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一

世
帯
平
均
三
万
八
千
百
円
、

一
人
平
均

九
千
五
百
二
十
五
円
の
保
険
税
に
な
る

見
込
み
で
す
.

歳
出
で
は
、
療
護
、
助
庫
、
葬
祭
な

ど
の
保
険
給
付
貨
に
一
億
六
千
五
百
三

十
八
万
六
千
円
、
保
険
婦
活
動
的
費
用

に
三
百
六
+
五
万
六
千
円
、
納
税
貯
蓄

組
合
奨
励
曲
目
に
八
十
八
万
円
な
ど
が
計

上
さ
れ
ま
L
P

、

。
国
民
健
康
保
険
会
計
施
設
勘
定

(二

ば
四
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

〈〉
田
植
え
の
機
械
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
ほ
場
の
大
型
化
が
先
決
だ
。
整
備

事
業
に
利
子
補
給
し
て
は
ど
う
か
1
酪

段
、
畑
作
な
ど
と
均
衡
を
失
し
な
い
よ

う
総
合
的
な
克
地
か
ら
検
討
し
た
い
.

0
農
推
の
地
域
振
興
対
策
を
立
て
、
農

喋
団
地
の
育
成
な
ど
図
る
べ
き
で
な
い

か

1
国
の
優
遇
措
置
も
活
用
し
、
水
田

の
基
盤
整
備
、
草
地
開
発
、
そ
菜
、
園

芸
団
地
づ
く
り
な
ど
地
域
ご
と
に
さ
ら

に
検
討
を
加
え
て
計
画
を
進
め
て
い
る

が
、
農
家
自
体
何
意
欲
と
理
解
に
も
期

待
し
た
い
。
ま
た
、
第
二
次
振
興
山
村

事
業
の
指
定
も
要
閉
し
て
い
る
.

。
美
利
河
ダ
ム
建
設
に
伴
う
住
民
に
対

す
る
考
え
方
は

l
調
査
は
事
」
と
し
で
終

る
予
定
な
の
で
あ
る
程
度
の
目
安
は
つ

く
と
思
う
が
、

地
域
的
住
民
何
人
た
ち

と
の
話
し
合
い
を
第

一
に
今
後
的
対
策

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
療
経
給

付
貨
な
ど
二
千
六
十
九
万
三
千
円
が
追

加
さ
れ
総
印
刷

一
億
五
千
四
百
七
十
五
万

八
千
同
に
、
国
保
会
計
施
設
勘
定
で
は

医
業
費
用
主
ど
千
四
百
七
十
九
万
五
千

同
が
追
加
さ
れ
総
額
二
億
八
干
二
百
二

十
七
万
六
千
円
に
、
簡
易
水
道
会
計
で

は
、
水
道
使
用
料
な
ど
十

一
万
七
千
円

が
減
航
さ
れ
総
額
千
四
百
七
十

一
万
八

千
円
に
、
樋
川
簡
易
水
道
会
計
で
は
五

千
円
が
追
加
さ
れ
総
額
二
百
六
十
四
万

一
千
同
に
な
り
ま
し
た
.

で
お
り
、
給
水
開
始
は
四
十
九
年

一
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

。
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

服
務
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
貝
の
待
遇
改
善
を
図
る
た
め

こ
れ
ま
で
の
出
動
、
訓
練
、
警
戒
手
当

に
加
え
、
団
長
二
万
円
、
副
団
長
一
万

五
千
円
、

分
団
長
八
千
円
、
副
分
団
長

六
千
円
、
部
長
五
千
同
、
班
長
四
千
同

団
貝
三
千
円
の
年
報
酬
を
四
十
八
年
度

か
ら
支
給
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

。
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
条
例
の
制

定赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
を
早
期
に
治
療

し
、
す
こ
や
か
な
成
長
と
他
版
保
持

の
た
め
、
こ
と
し
四
月
か
ら
医
療
質

的
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。

対
象
は
、
今
金
町
内
に
住
所
が
あ

司、

億
三
千
二
十
三
万
円
)

収
入
は
、
入
院
、
外
来
な
ど
の
医
業

収
益
が
二
億

一
千
五
百
十
二
万
二
千
円

と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
人

件
費
や
薬
品
、
給
食
材
料
費
な
ど
の
医

業
費
用
に
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
一
名
増
員
に
伴
、
っ
医
師

住
宅
建
築
に
六
百
万
円
、
待
合
室
な
ど

の
改
修
に
百
万
円
、
医
療
用
機
械
術
品

購
入
に
二
百
万
同
、
病
院
開
設
十
五
周

年
記
念
式
典
費
用
と
し
て
百
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

。
簡
易
水
道
事
業
会
計

(八
百
三
十
万

を
進
め
て
い
く
。

O
出
が
せ
ぎ
者
の
対
策
は

1
季
節
労
働

者
連
絡
協
議
会
の
結
成
を
み
た
の
で
、

こ
れ
ら
を
通
じ
て
援
議
対
策
を
鱗
ず
る
。

八V
過
疎
化
に
伴
う
対
策
と
し
て
住
宅
団

地
の
造
成
、
エ
難
誘
致
な
ど
の
考
え
は

H
H
土
地
開
発
公
社
が
設
立
さ
れ
た
何
で

こ
れ
に
よ
り
宅
地
を
購
入
繋
備
し
、

原

価
で
希
望
者
に
譲
渡
、
ま
た
建
て
売
り

住
宅
に
づ
い
て
も
将
来
検
討
す
る
。
工

業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
条
件
の

不
利
さ
を
克
服
し
、
用
地
、
用
水
、
氾

気
、
労
力
な
ど
受
入
態
勢
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
熱
意
と
希
望
を
も
っ
て
促
進

し
た
い
。

。
除
雪
の
恩
恵
を
浴
さ
な
い
へ
き
地
に

消
火
器
を
無
償
配
付
し
て
は
H
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
予
防
消
防
意
識

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
が
、
こ
れ
に
対

し
て
も
実
態
を
関
査
し
研
究
す
る
.

。
公
営
住
虫
誉
理
条
例
の
一
部
改
正

公
営
住
宅
内
入
居
条
件
の
う
ち
、
基

地
収
入
が
第
一
種
三
万
円
か
ら
五
万
八

千
円
以
下
に
、
第
二
種
三
万
円
以
下
に

緩
和
さ
れ
、
ま
た
、
割
増
賃
料
が
か
か

'
る
収
入
碁
単
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〈〈〉
町
長
の
給
料
額
の
一
部
改
正

特
別
職
報
酬
審
議
会
的
答
申
ど
お
り

町
長
の
給
料
十
九
万
円
が
四
月
か
ら
二

十
二
万
向
に
改
め
ら
れ
ま
L
P

、

d
v
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

町
職
貝
の
定
数
の
う
ち
、
教
育
委
員

会
事
務
局
が
六
人
か
ら
八
人
に
、
国
保

病
院
事
務
部
局
が
五
十
人
か
ら
五
十
五

人
に
、
消
防
職
貝
が
四
人
か
ら
六
人
に

そ
れ
ぞ
れ
増
只
さ
れ
ま
し
た
.

〈〉
町
道
の
路
線
既
定
及
び
変
更

盟
国
、
金
原
線
な
ど
四
十
六
路
線
約

二
十
五
J
が
新
た
に
町
道
に
認
定
さ
れ

池
町
岱
線
な
ど
三
路
線
的
延
長
が
の
ば

さ
れ
ま
し
た
。

Jσ人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

石
井
照
子
さ
ん

(本
町
)
が
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。

(2 ) 

る
満

一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
、
ど

こ
の
病
院
で
も
か
か
る
こ
と
が
で
き

初
、
再
診
料
を
除
い
て
医
療
費
は
全

額
助
成
さ
れ
ま
す
。
旋
有
し
て
い
る

保
級
者
向
方
は
‘
役
場
制
祉
労
政
跳

で
手
続
き
の
上
『
受
給
資
格
証
』
の

交
付
を
受
け
、
病
院
に
か
か
る
と
き

窓
口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

九
千
円
)

補
水
ポ
ン
プ
を
増
設

水
道
使
用
料
七
百
四
十
五
万
八
千
円

が
お
も
な
歳
入
で
、

人
件
費
や
使
用
料

徴
収
委
託
料
な
ど
総
務
質
に
三
百
五
十

二
万
七
千
問
、

術
水
ポ
ン
プ
初
段
工
事

に
六
十
五
万
円
、
原
材
料
費
に
九
十
万

円
、
給
水
工
事
政
に
六
十
五
万
円
、
償

還
金
利
子
に
百
十
六
万
円
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

〈〉種
川
簡
易
水
道
事
喋
会
計

(百
八
十

六
万
一
千
円
)

水
道
使
用
料
九
十
四
万
四
千
同
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
七
十
九
万
一
千

円
が
お
も
な
歳
入
で
‘
人
件
費
な
ど
の

総
務
質
に
八
十
七
万
六
千
円
、
償
還
金

利
子
に
六
十
三
万
八
千
円
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
L
Pも

〈V
花
石
簡
易
水
道
事
難
会
計

(三
干
凶

十
七
万
八
千
円
)

四
十
九
年
一
月
給
水
を
目
ざ
し
て
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
九
百
三
十

二
万
一
千
問
、
布
設
償
千
百
三
十
万
円

各
戸
給
水
工
事
負
担
金
百
五
十
九
万
六

千
円
が
見
込
ま
れ
、
挫
設
工
事
費
に
二

千
六
百
四
十
万
五
千
円
、
給
水
工
事
費

に
百
九
十
三
万
八
千
円
、
人
件
費
な
ど

総
務
費
に
百
六
十
八
万
五
千
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
ョ

『
議
会
的
知
識
』
は
紙
面
の
都
合
に

よ
り
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

(3 ) 
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町長が町政執行方針

福祉の充実を基調

三
月
十
二
日
か
ら
開
か
れ
た
第

一
固
定
例
町
機
会
で
、

河
端
町
長
は
本

一
年
皮
肉
町
政
執
行
方
針
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら

ま

し

を

紹

介

し

ま

す

。

一

を
背
景
と
し
て
も
、
町
政
的
沈
滞
は
瞬

時
も
許
き
れ
ず
、
現
段
階
に
お
い
て
見

込
み
得
る
税
収
や
そ
の
他
的
財
源
を
基

礎
と
し
て
冗
費
と
思
わ
れ
る
も
の
は
い

積
極
的
に
年
間
予
算

私
は
、
町
政
担
当
以
来
第
三
年
次
を

迎
え
ま
し
た
が
、
絶
え
ず
町
民
の
た
め

の
町
政
を
念
願
す
る
と
と
も
に
、

初
心

忘
れ
る
こ
と
な
〈
前
途
に
横
た
わ
る
困

難
を
克
服
し
、
園
、
道
的
施
策
と
相
呼

応
し
全
力
を
尽
く
し
て
町
民
的
福
祉
向

上
と
民
生
安
定
に
ま
い
進
し
、
そ
の
付

託
に
こ
た
え
て
い
〈
所
存
で
あ
り
ま
す
.

昨
年
度
は
当
初
憂
慮
さ
れ
て
い
た
財

政
も
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
で
、
町
民
が
求

的
て
い
た
重
要
施
策
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
も
国
が
と
ら
れ
た
非

常
措
訟
で
切
り
抜
け
た
も
の
で
、
こ
と

し
は
春
以
来
的
変

動
相
場
制
的
移
行

に
よ
る
国
税
円
減

収
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
町
税

の
伸
び
も
大
き
く

期
待
で
き
な
い
た

め
‘
地
方
財
政
運

営
は
必
ず
し
も
楽

観
を
許
さ
れ
主
い

も
の
が
あ
り
ま
す。

こ
う
し
た
事
情

社
会
経
済
の
進
展
は
生
活
水
準
の
向

上
、
生
活
様
式
の
変
化
を
も
た
ら
し
、

農
村
で
も
生
活
環
境
施
設
の
整
備
が
強

〈
要
情
き
れ
て
い
ま
す
。

京
よ
良
環
境
地
区
整
備
と
し
て
種
川
地

区
は
、
生
活
館
に
引
き
続
き
駅
前
向
下

排
水
路
、
上
組
川
線
道
路
改
良
事
業
を

計
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
花
石
地
区
に

簡
易
水
道
事
業
を
計
画
し
、
一
月
か
ら

給
水
開
始
す
る
よ
う
推
進
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

無
水
対
策
で
は
、
ト
?
ン
ケ
シ
地
区

を
対
象
に
事
業
を
進
的
、
宝
団
地
区
に

つ
い
て
も
事
業
採
択
の
見
通
し
を
得
て

施
設
し
た
い
考
え
で
す
。

消
防
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
建

段
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
困
難
が
予
想

稲

作

の

有

利

性

生

か

し

た

農

政

第
三
は
、
監
か
な
町
づ
く
り
の
た
め

の
経
済
基
盤
的
確
立
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
主
要
食
紐
基
地
と
し
て
ま

す
ま
す
そ
の
霊
要
性
を
加
え
て
い
ま
す
。

稲
作
の
有
利
性
を
生
か
し
、
将
来
と

も
経
済
規
模
の
拡
大
、
土
地
基
盤
の
整

備
、
経
営
技
術
的
向
上
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
、
本
町
農
政
的
中
核
と

信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

米
町
生
産
調
整
は
昨
年
同
様
の
割
当

，、4

さ
れ
る
の
で
、
ニ
カ
年
計
画
に
よ
り
本

年
は
基
礎
工
事
を
計
画
し
ま
し
た
。

最
近
、
交
通
事
故
円
多
発
に
よ
り
救

急
業
務
内
需
要
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

人
命
尊
箆
町
立
場
か
ら
み
て
ゆ
る
が
せ

に
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
本
年
度
補

助
を
得
て
救
急
車
を
購
入
し
住
民
の
期

待
に
こ
た
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お

こ
れ
と
合
わ
せ
国
保
病
院
が
救
急
病
院

内
指
定
を
受
け
る
よ
う
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
す
.

ま
た
、
旭
線
の
歩
道
政
世
、
反
射
鏡

や
標
識
の
設
置
、
道
交
連
安
全
対
策
本

部
よ
り
無
償
配
付
さ
れ
る
交
通
安
全
セ

ッ
ト
カ
ー
の
有
機
的
な
利
用
に
よ
り
事

故
絶
滅
に
努
力
し
、
関
係
機
関
と
も
連

絡
協
調
し
て
防
止
対
策
を
ち
密
に
推
進

て
を
受
け
ま
し
た
が
、
農
家
内
理
解
と

協
力
、
関
係
機
関
の
協
力
を
求
時
、
指

示
数
量
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
よ
う
努

力
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

慣
行
に
よ
る
移
植
は
労
務
調
整
上
か

ら
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
機
械
移
植
を

定
指
さ
せ
る
た
め
、
集
団
育
薗
施
設
の

段
置
に
補
助
制
度
を
設
け
、
三
カ
年
を

目
標
に
育
成
助
長
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
収
穫
期
的
霜
の
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
、
昨
年
に
引

き
続
き
く
ん
煙
機
を
一
台
購
入
し
ま
す
。

畑
作
振
興
に
つ
い
て
は
、
畑
作
適
地

に
お
け
る
圏
内
新
土
地
改
良
計
画
的
樹

立
を
機
会
と
し
て
抜
本
的
な
対
策
を
図

り
、
生
産
性
的
高
い
畑
作
経
営
に
し
て

零
歳
児
の
医
療
費

四
月
か
ら
無
料
化

の
充
実

盤
面
宮
施
策
的
第

一
は
、
社
会
福
祉
の

充
実
で
す
。

国
で
は
、
本
年
度
を
福
祉
元
年
ま
た

年
金
の
年
と
表
現
さ
れ
強
力
に
推
進
さ

れ
ま
す
が
、
園
、

辺
町
旋
策
の
及
ば
な

い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
、
私
は
自
治
体

内
使
命
と
考
え
開
対
鍛
を
考
究
し
て
い

く
所
存
で
す
。

梢
神
薄
弱
者
を
持
つ
家
庭
的
悩
み
は

深
刻
で
ず
。
管
内
に

一
骨
所
も
な
い
精

薄
者
施
設
を
本
町
に
設
置
す
べ
〈
社
会

福
祉
法
人
光
の
里
設
世
期
成
会
を
中
心

に
強
力
な
辺
両
を
展
開
し
た
結
果
、
国

道
に
お
き
ま
し
で
も
偲
可
の
見
通
し
を

得
、
さ
ら
に
は
自
転
車
振
興
会
か
ら
建

設
に
対
す
る
補
助
金
が
内
定
の
見
必
し

で
す
の
で
、
町
と
し
て
も
建
語
費
の
補

助
と
用
地
取
得
に
協
力
す
る
こ
と
に
し

す
る
方
針
で
す
。

町
道
的
整
備
で
は
、
旭
線
、
宮
前
線

穂
川
停
車
場
線
的
舗
装
を
予
算
化
し、

五
カ
年
計
画
的
中
央
線
街
路
事
業
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
用
地
的
取
得
、
支
障

物
件
の
移
転
を
し
ま
す
。
開
拓
道
路
町

再
整
備
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、

田
代
道
路
は
ニ
カ
年
計
画
で
道
が

王
体

に
な
り
整
備
さ
れ
ま
す
。

除
雪
対
策
で
は
、
除
雪
機
械
の
導
入

を
図
。
、
新
規
路
線
を
十
八
J
程
度
延

長
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

橋
梁
的
整
備
で
は
、
下
金
原
橋
、
濁

川
橋
を
永
久
橋
化
じ
ま
す
が
、

こ
れ
に

よ
り
永
久
橋
化
牢
は
八

O
%に
達
す
る

見
込
み
で
す
。

保
健
衛
生
上
欠
〈
、
」
と
の
で
き
な
い

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
特
に
、
ア
ス

パ
ラ
J
ス
は
将
来
町
内
特
産
物
と
し
て

三
カ
年
計
画
で
栽
培
奨
励
し
ま
す
。

酪
農
振
興
で
は
、
日
進
共
同
利
用
模

範
牧
場
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
こ
の
整

備
に
よ
り
優
良
な
繁
殖
牛
が
農
家
的
需

要
に
』
』
た
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
酪
農
家
的
予
託
料
金
に
補
助

し
、
育
成
助
長
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

山
村
振
興
事
業
は
、
本
年
度
で
第

一

次
対
策
が
完
了
し
ま
す
が
、
引
き
続
き

第
二
次
町
指
定
を
受
け
基
礎
条
件
の
確

立
艶
備
を
図
っ
て
い
〈
所
存
で
す
.

最
近
の
土
地

ブ

ム

に
よ
り
山
林
移

動
は
自
に
余
る
も
の
が
あ
り
、
将
来
的

林
業
振
興
上
極
的
て
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

っ
さ
い
排
除
し
、
例
年
追
加
と
見
込
み

措
置
さ
れ
る
も
町
に
つ
い
て
も
こ
れ
を

組
み
込
む
な
ど
、
積
極
的
年
間
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、

一
層
効
率
的
な
執
行
を

図
り
い
や
し
く
も
行
政
に
遅
滞
を
起
、
}

す
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
て
い

く
考
え
で
す
。

ま
し
た
。

乳
幼
児
向
医
療
費
無
料
化
は
、
道
に

お
い
て
十
月
か
ら
実
施
を
目
途
に
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
が
け
本

町
で
は
零
歳
児
を
対
象
と
し
た
無
料
化

を
四
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

老
人
福
祉
対
策
で
は
、
昨
年
か
ら
医

療
費
の
無
料
化
を
図
り
ま
し
た
が
、
本

年
一
月
か
ら
国
的
施
策
と
合
わ
せ
て
さ

ら
に
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
十
周
年

に
当
た
り
ま
す
の
で
、
町
民
セ
ン
タ

の
完
成
を
待
っ
て
管
内
老
人
傾
祉
大
会

を
開
催
し
‘
老
人
に
希
望
を
与
え
生
き

が
い
を
高
め
る
た
め
役
だ
て
た
い
と
存

じ
ま
す
@
寝
た
き
り
老
人
、
ひ
と
り
暮

し
の
老
人
な
ど
経
済
繁
栄
町
谷
間
に
取

り
残
さ
れ
が
ち
な
老
人
に
対
し
て
は、

ホ

1
ム
ヘ
ル
パ
円
巡
回
な
ど
に
よ
り

歪
誌
な
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
対
策

を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

国
保
病
院
は
、
公
立
病
院
と
し
て
の

使
命
を
達
成
す
べ

〈
昨
年
度
一
部
増
築

し
理
学
診
療
科
を
増
設
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

J 
下
水
道
は
、
本
年
か
ら
二
カ
年
計
画
で

基
礎
調
査
を
実
施
、
側
溝
整
備
で
は
町

民
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
計
画
し
ま
し
た
。

公
営
住
宅
は
建
設
後
二
十
一
年
を
経

過
し
た
曙
団
地
を
取
り
こ
わ
し
、
新
た

に
十
八
戸
新
築
し
ま
す
.

地
絡
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

い
て
制
度
化
さ
れ
た
事
業
で
す
が
、
土

地
所
有
者
は
も
ち
ろ
ん
、
町
づ
く
り
の

基
礎
と
な
る
土
地
の
実
態
を
正
確
に
は

あ
く
し
、
土
地
利
用
の
高
度
化
を
図
る

趣
旨
か
ら
十
カ
年
計
画
で
推
進
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
第
一
年
次
は
、
神
丘
、

鈴
岡
町

一
部
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
住

民
的
協
力
が
望
ま
れ
る
事
業
で
あ
り
、

推
進
に
あ
た
っ
て
は
特
に
そ
の
点
に
留

意
し
て
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森
林
組
合
的
機
能
強
化
を
図
り
、
町
自

体
と
し
て
も
強
力
に
指
導
し
た
い
考
え

で
す
。ま

た
、
木
材
需
要
円
増
大
に
対
処
し

森
林
生
産
玉
川
町
増
強
を
図
る
た
め
、
畑

町
沢
林
道
を
継
続
実
施
し
.
濁
川、

住

吉
林
道
も
閥
恋
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
中
小
企

業
町
健
全
な
育
成
の
た
め
商
工
会
の
機

能
が
十
分
果
た
せ
る
よ
う
事
業
費
補
助

を
増
額
し
ま
し
た
。

人
目
的
減
少
を
防
止
す
る
に
は
、
公

害
の
伴
わ
な
い
農
村
工
業
内
導
入
、
工

場
誘
致
が
対
策
的
決
め
手
で
す
。
各
極

的
阻
害
要
因
を
排
除
し
、
受
入
態
勢
町

挺
備
な
ど
積
極
的
に
配
慮
し
た
い
と
存

ー
シ

ョ
ン
部
門
を
開
設
し
ま
し
た
が
、

ニ
町
充
実
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

医
師
一
名
を
増
貝
、
ニ
れ
に
伴
、
っ
医
師

住
宅
一
戸
の
建
設
並
び
に
看
被
婦
の
獲

得
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
配
慮
し
、

ま

た
外
来
患
者
の
待
合
室
そ
の
他

一
部
的

改
修
な
ど
よ
り
よ
い
サ
ピ
ス
の
向
上

に
努
め
る
考
え
で
す
。
さ
ら
に
こ
と
し

は
、
国
保
病
院
創
立
十
五
周
年
に
当
た

り
ま
す
向
で
、
こ
の
記
念
式
典
を
あ
げ

た
い
と
計
画
し
ま
し
た
。

成
人
病
、
母
子
対
策
、
町
民
同
健
康

を
守
る
諸
対
策
に
つ

い
て
も
ゆ
る
が
せ

に
で
き
な
い
重
要
問
題
で
あ
り
、
保
健

婦
活
動
を
強
化
し
、
住
民
的
健
康
増
進

疾
病
予
防
に
方
全
的
措
置
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
.

昨
年
度
、
不
良
線
境
地
区
内
指
定
を

受
け
、
す
で
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
も
福
祉
向
上
と
住
民
活

動
向
場
町
た
め
、
豊
田
地
区
に
生
活
館

を
建
設
す
る
こ
と
に
計
画
し
ま
し
た
。

(4 ) 

町
民
セ
ン
タ
ー

八
月
に
完
工
へ

快一蹴なよ細川
一明
っ
く
り

第
二
は
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
で
あ

り
ま
す
。

年
来
的
宿
顕
だ
っ
た
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
は
、
昨
年
度
着
工
さ
れ
ま
し
た
が

八
月
完
工
を
目
標
に
取
り
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

じ
ま
す
。

本
町
の
立
地
に
適
し
た
観
光
開
発
を

進
め
る
た
め
、
ウ
サ
ギ
公
聞
の
設
置
、

都
市
公
園
町
計
画
設
定
な
ど
考
慮
す
る

と
と
も
に
、
美
剃
河
地
区
町
自
然
休
養

林
の
指
定
実
現
、
カ
ニ
カ
ン
岳
登
山
周

遊
路
町
調
査
を
推
進
し
ま
す
。

今
金
小
の
改
築

年
度
内
に
完
成

噛
四
庶
出
明
綬
~
の
噛
油
田

第
四
に
教
育
施
語
の
整
備
で
あ
り
ま

す
。今

金
小
町
改
築
卒
業
は
‘
財
政
上
向

問
題
も
あ
り
ま
す
が
年
次
計
画
を
一
年

短
縮
し
、

可
能
な
限
り
年
度
内
に
完
工

し
た
い
考
え
で
す
。

ま
た
、

中
学
校
統
合
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
元
民
的
ご

理
解
を
得
て
盟
国
、

日
進
二
校
を
尋
金
中
に
統
合
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
こ
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
パ

ス
の
購
入
を
計
画
し
ま
し
た
。

揖

※

損

な
お
‘
町
総
合
計
画
が
策
定
で
き
、

審
議
会
か
ら
の
答
申
も
得
ま
し
た
の
で

議
会
に
提
案
し
た
し
だ
い
で
す
。

以
上
、
四
十
八
年
度
内
執
行
方
針
を

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
町
政
執
行
に
あ

た
っ
て
は
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
上
げ
る
よ
う
心
が
け
、
町
民
と一

体

と
な
っ
て
新
し
い
理
想
的
町
づ
〈
り
に

全
力
を
傾
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。

( 5) 
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十
億
円
を
こ
え
、
前
年
度
に
比
べ
三
二
%
楠
と
い
う
か
つ

て
な
い
超
大
型
予
坊
の

一
般
会
品
叫

町
民
的
要
望
を
最
大
限
に
取
り
入
れ
@
社
会
福
祉
の
充
実

@
快
適
な
環
境
づ
く
り
@
経
済
基
盤
町
確
立
@
教
育
施
設
の

整
備
ー
を
什
子
と
し
て
桜
極
的
な
制
成
を
し
て
い
ま
す
@
こ

れ
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
は
四
億
六
千
五
百
二
十
六
万
一
千

円

(全
弥
の
四
六

・
二
%
)
で
、
前
年
度
に
比
べ
四
一

・
四

叫畑町
!
主
増
巳
な
っ
て
い
ま
す

中柿
劫
W
叫
4

地
税
対
惜
彬
柑

ha健
一

千
-
一
啓
一
十
忌

E
E

干
円
と
全
体
的
四
0
・
九
%
を
占
的
て
お
り
自
主
財
源
的

町
税
は
九
千
六
十
九
万
七
千
同

(九

%
)
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
主
台
、
町
民
セ
ン
タ
ー
や
今
金
小
の
建
設
の
た
め
、

財
政
側
前
提
基
金
か
ら
四
千
万
円
を
取
り
く
ず
し
ま
し
た
。

予
算
が
ど
向
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
そ
町
お
も
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
.
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658万円

400万円

110万円

104万円

47万円

80万円

146万円

1，159万円

3，617万円

417万円

242万円

200万円

500万円

38万円

38万円

(6) 

b 振興山村特別開発事業予iliJlJJ 

b共同模範牧場経営費負担

1>農業労務需給対策補助

b水稲集団育苗奨励補助

bアスバラガス栽培奨励補助

b産業まつり負担

b北部桧山総合かんばい推進負担

1>林業構造追加事業補助

b畑の沢林道開設事業

b白石、八束中央農道事業負担

b全町連絡図作成事業

b商工会補助

b信用保証協会予託金

b小動物公園造成事業

bカニカン岳等観光資源調査

3，726万円

137万円

90万円

318万円

78万円

410万円

113万円

305万円

80万円

64万円

69万円

304万円

45万円

¥J>B;-金小改築事業

b今金小特lJlJ教室備品購入

b今金小自転車置場建設事業

bスクーjレパス購入

b中学生待合所建設事業

b教員住宅建設及び付属建物建設事

業

b校舎屋根ふきかえ事業

b理科、産業教育備品購入

b学力向上対策協議会交付金

b学校行事交付金

b私立幼稚園就園補助

b社会教育交付金

b格技場改築事業

899方向匂

300万円

3，117万円

55万円

44万円

89万円

32万円

54万円

56万円

1，012万円

53万円

500万円

b豊田生活館建設事業

b 心身、身体障害者家庭奉仕業務

bガン検診負担金

b季節保育所車産備事業

b国保会計事業会計へ繰出

b老人クラブ運営費交付金

b精薄者施設建設補助

b患者輸送車業務委託

b乳幼児医療扶助費

b老人家庭奉仕業務

b老人医療扶助資

b児童手当扶助費

b町民センター建設事業 9，531万円

b上種川地区道路改良事業 2，799万円

じ〉旭線、宮前線、種川停車場線舗装事業 2，178万円

b中央線街路事業 6，622万円

b除雪など町道維持管理 1，793万円

b道路図作成委託 425万円

b公営住宅建設事業 3，644万円

b下金原橋、濁川橋掛け替え事業 4，700方円

b花石簡易水道会計へ繰出 932万円

吋聞i桧山衛生センタ一組合負担 1，483万円

b種川地区排水溝新設事業 224万円

b神社通り側溝整備事業 83万円

b市街地下水道基本調査委託 156万円

b 衛生作業業務委託 52万円

b田代地区開拓道路補修事業負担 375万円

b 消防庁舎建設事業 1，120万円

b救急自動車購入 135万円

b防火水そう建設事業 170万円

b土地開発公社出資金 500万円

b地絡調査事業 784万円

b交通安全施設設置事業 53万円

b住民活動推進 189万円

(7) 
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畠

、

教
育
行
政

の
執
行
方
針

第

一
固
定
例
町

醗
会
で
、
犬
上
教

育
長
か
ら
『
教
育

水
準
内
向
上
と
監

か
な
情
操
を
身
に

つ
け
た
活
力
に
満

ち
た
人
間
形
成
』

を
柱
と
す
る
本
年

度
的
教
育
行
政
執

行
方
針
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

町
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
学
校
教
育
〕

マ
今
金
小
町
改
築
は
計
画
を

一
年
短

縮
し
、
今
年
度
内
完
成
を
目
途
に
工
事

を
進
め
る
.
設
備
は
特
別
教
室
内
利
用

効
果
を
高
め
る
た
め
、
年
次
計
画
で
考

慮
す
る
。

マ
部
落
父
兄
円
理
解
に
よ
り
盟
国
中

と
日
進
中
が
今
金
中
に
統
合
さ
れ
た
が

ス
ク
ー
ル
パ
ス
と
ジ
プ
で
通
学
す
る

生
徒
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
う
。
統
合

に
よ
り
余
裕
の
で
き
た
教
室
は
、
特
別

教
室
に
転
用
し
て
内
容
の
充
実
に
努
め

る
。
な
お
、
今
年
度
は
複
式
校
二
校
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
た
い
。

マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

O
H
P
な
ど
教

育
機
器
の
充
実
を
図
る
。

マ
完
全
給
食
実
施
の
た
め
、
給
食
セ

ン
タ
の
具
体
的
な
計
画
を
ま
と
め
る
。

マ
結
眼
炎
、
ト
ラ
コ
ー
マ
の
り
忠
寧

が
高
い
の
で
、
再
度
専
門
医
に
よ
る
眼

緑
の
財
産
を
守
ろ
う

山
火
事
が
お
き
や
す
い
季
節

森
林
は
、
木
村
生
産
的
判
明
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
、

山
地
的
崩
壊
や
河
川
の
は
ん
ら
ん
の
防

止
、
大
気
の
浄
化
、
防
風
、
防
雪
な
ど
、

私
た
ち
が
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
欠

〈
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
役
割
を
来

た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ニ
の
よ
う
に
た
い
せ
つ
な

森
林
も
、
一
度
山
火
事
が
発
生
す
る
と

一
瞬
に
し
て
灰
と
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

幸
い
本
町
で
は
最
近
大
事
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
と
き
ど
き
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
発
生
原
因
は
、
依
然
と
し

て
、
タ
バ
コ
、

7

y
チ
、
造
林
の
た
め

円
火
入
札
、
ご
み
焼
き
‘
た
き
火
な
ど

チ
ヨ

y
と
し
た
不
注
意
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
は
、
総
面
積
町
約
八

O

%
が
森
林
に
お
お
わ
れ
た
恵
ま
れ
た
成

境
に
あ
り
ま
す
。
き
れ
い
な
空
気
と
水

を
も
た
ら
す
た
い
せ
つ
な
森
林
を
保
議

し
、
私
た
ち
が
住
み
よ
い
日
常
生
活
を

送
る
た
め
に
も
、

υと
り

υと
り
が
よ

〈
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

林
野
火
災
予
消
防
対
策
協
議
会
で
は

最
も
山
火
事
の
お
き
や
す
い
四
月
、

五

， d~ljJf li-

:J13tjι 
協青/
議年
会団
が 体
結連
成絡

こ
れ
ま
て
、
町
内
に
は
部
落
ご
と
の

背
年
団
や
四
日
ク
ラ
ブ
、
若
葉
サ
ー
ク

ル
な
ど
玉
と
し
て
農
家
の
青
年
た
ち
が

独
自
の
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
‘
ま

と
ま
っ
た
卒
業
が
し
に
く
く
大
き
な
力

を
発
揮
で
き
な
い
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
と
し
の
計
画
で
は
、
サ
ー
ク
ル
や

単
位
集
図
的
活
動
を
育
成
し
て
協
議
会

的
定
治
に
重
点
を
置
き
、
光
町
里
町
建

目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
内
動
き
の
な
か

で
若
い
力
を
結
集
し
、
マ
チ
の
過
疎
化

に
対
処
し
よ
う
1
と
『
今
金
町
背
年
団

体
連
絡
協
議
会
』

(
会
貝
百
三
十
人
)

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
.

月
を

『山
火
事
予
防
実
施
期
間
』
と
定

的
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
.

マ
魚
釣
り
、
山
菜
取
り
な
ど
で
山
に
は

い
る
と
き
は
、
森
林
所
有
者
か
ら
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
に
す
る
。

マ
入
林
し
た
場
A
n
は
、
タ
パ
コ
、
?
ッ

チ
、
た
き
火
な
ど
の
後
始
末
に
十
分

注
意
す
る
。

マ
火
入
札
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
町
長

の
許
可
を
受
け
、
注
意
事
墳
を
よ
く

守
り
、
終
っ
た
ら
『
完
全
消
火
』
を

確
認
す
る
。

慣
れ
た
火
に
新

た
な
注
意
を
/

春
の
火
災
予
防
運
動

私
た
ち
の
住
む
こ
の
美
し
い
郷
土
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
、
こ
と
し
も
四
月

二
十
日
か
ら
五
月
十
九
固
ま
で
の

一
カ

月
間

『春
の
全
道
火
災
干
防
運
動
』
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

季
節
風
が
吹
き
、
空
気
が
異
詰
に
乾

燥
す
る
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、

訟
に
も
援
助
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

全
長
内
坂
本
久
光
さ
ん

(金
原
)
は

『市
街
地
背
年
の
参
加
を
積
極
的
に
呼

び
か
け
、
会
貝
向
拡
大
を
図
り
た
い
』

と
話
し
て
い
ま
す
。

新
役
貝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
会
長
坂
本
久
光
マ
副
会
長

幹
男
、
高
橋
峰
子
マ
事
務
局
長

一
雄
マ
議
長

小
岡
島
親
守

多骨多骨
木木

緒
障
害
、
非
行
(
教
穫
施
設
)
な
ど
が

す
べ
て
含
ま
れ
ま
す
.

し
か
し
、
現
実
に
は
こ
れ
ら
の
障
害

が
二
重
、
三
重
に
重
な
っ
て
い
る
人
た

ち
が
多
い
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
教

育
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
合

っ
た
内
容
平
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。柴

谷

勝

わ
が
国
的
特
殊
教
育
は
、
戦
後
急
速

な
発
展
を
と
げ
て
き
ま
し
た
が
、
主
と

し
て
ア
メ
リ
カ
の
流
れ
を
く
ん
で
い
ま

す
。
ヨ

l
ロ
y
パ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
内
歴
史
と
か
国
民
性
に
よ
っ
て
教
育

的
特
色
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
芸
術
的
な
色
彩
を
校
内
装

飾
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
教
育
的
服
装

兼
務
(
建
設
係
長
)
愛
宕
要
マ
同
課
維

持
係
安
達
広
マ
同
課
都
市
計
画
係
兼

務
(
建
築
係
)
滝
本
隆
司
マ
財
政
課
第

一
賦
課
係
長
遠
藤
正
光
マ
同
課
同
係

杉
内
秀
次
マ
同
課
同
係
稲
船
昭
範

マ
同
課
第
二
賦
課
係
長
渡
辺
茂
マ
同

謀
同
係
村
上
規
雄
マ
同
課
同
係
小

原
ト
キ
子
V
同
課
徴
収
係
長
兼
税
外
係

長
下
山
更
治
マ
同
瓢
同
係
重
回
笑

マ
福
祉
労
政
課
衛
生
係
長
若
山
省
三

マ
総
務
企
画
謀
昨
務
係
兼
選
管
書
記
補

渡
辺
美
智
子
(
新
採
用
)
マ
同
課
運

P 

窓
口
に
オ

l
ト
ス
タ

ン
プ
と
町
民
封
筒

火
災
統
計
か
ら
み
て
も
最
も
火
災
の
多

い
時
期
で
す
。
政
近
町
火
災
は
、
新
建

材
と
か
石
油
製
品
な
と
の
普
及
に
よ
っ

て
、
ひ
と
た
び
火
災
が
起
き
る
と
火
の

ま
わ
り
が
早
い
ば
か
り
で
な
J
¥
有
毒

な
煙
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
人
命
事
故
に

つ
な
が
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
た
め

『火
を
消
す
よ
り
も
火
を

出
き
ぬ
注
意
』
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
外
出
、
就
寝
前
向
火
の
元
町
市
検
を

習
慣
づ
け
る
。

守
老
人、

子
ど
も
、
病
人
な
ど
を
残
し

て
外
出
し
な
い
よ
う
に
し
、
寝
室
は

避
難
し
や
す
い
場
所
に
す
る
。

マ
火
災
が
起
き
た
ら
大
声
で
近
所
内
人

転
技
術
貝
加
藤
登
マ
町
民
課
住
民
係

兼
務
を
解
く

(交
通
安
全
係
)
高
田
俊

彦
マ
町
消
防
団
へ
出
向
小
池
勝
利
マ

同

森

川
元

(新
採
用
)
マ
教
育
委
只

会
総
務
係
小
隅
生
男
(
新
採
用
)

。

感
謝
し
ま
す

。

『
長
い
閥
、
町
に
世
話
に
な
っ
た
お

礼
に
』
と
、
七
飯
町
へ
転
出
し
た
吉
田

倉
蔵
さ
ん
(
元
光
台
)
は
、
光
の
里
建

設
資
金
に
五
千
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い

役
場
に
、
と
窓
口
に
オ

l
ト
ス
タ
ン
プ

と
町
民
封
筒
を
備
え
ま
し
た
。

オ
ー
ト
ス
タ
ン
プ
(
写
真
)
は
、
戸

絡
め
出
獄
や
陪
証
明
向
最
後
に
『
原
本

と
相
違
あ
り
ま
せ
ん
』
な
ど
の
認
証
印

が
四
種
類
セ

y
ト
さ
れ
、

プ
ア
ン
ュ
ボ

タ
ン
ひ
と
つ
で
印
刷
さ
れ
る
た
め
、
事

務
処
理
が
き
れ
い
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ソ
プ

待
合
時
間
も
短
〈
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
封
筒
は
、
締
本
や
証
明

開
酬
を
発
行
し
た
と
き
、
紛
失
し
た
り
破

け
な
い
よ
う
に
入
れ
て
も
ら
う
も
の
で

こ
の
封
筒
に
は
、
町
民
悲
草
や
各
砲

の
周
け
出
向
手
引
き
、

町
税
納
期
的

一

覧
表
な
ど
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
ち
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、

も
早
〈
消
防
に
通
報
す
る
。

マ
い
っ
た
ん
避
難
し
た
ら
物
を
取
り
に

反
ら
な
い
。

マ
た
ば
こ
の
火
や
取
灰
な
ど
炎
を
出
さ

な
い
火
、
煙
突
の
過
熱
や
ア
イ
ロ
ン

な
ど
火
と
し
て
感
じ
な
い
火
は
‘
見

落
し
ゃ
す
い
の
で
特
に
注
意
す
る
。 ~J 

1，固A己. 納四
期月

資 内

産税，向、
十

納日
めま
よで

期 う、句，
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置調E画面E・E・E圃
交通事故悲惨な

い
ぜ
ん
と
し
て
多
い

。
交
通
三
怒
'

『新
入
学

(闘
)
氾
輩
、
幼
児
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
』
を
主
点
目
標
に
、

凶
丹
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
春
の
全
道

交
辿
安
全
運
動
が
尖
地
さ
れ
ま

L
r
z

則
問
中
‘
町
で
も
新
入
ザ
児
童
、
幼

児
の
保
識
や
与
山T
n
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル

ゾ

l
ン
で
の
安
+祈
似
、
幼
稚
園
で
の

交
通
安
全
学
校
、
交
通
指
導
只
や
婦
人

会
員
に
よ
る
街
頭
指
導
、
車
両
の
路
上

点
検
、
広
報
車
の

P
R
な
ど
の
運
動
が

行
主
わ
れ
ま
し
た
。

広

保/足
健子

?' -'iJf 

老
朽
化
し
て
建
て
替
え
・
り

れ
て
い
た
今
金
保
健
所
内
新

庁
舎
が
完
成
、
地
域
に
密
着

し
た
保
健
衛
生
活
動
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

元
町
場
所
に
建
て
ら
れ
た

新
庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
階
建
て
、
延
べ
而
梢
八

百
四
十
八
平
方
幻
で
旧
庁
舎

の
二
倍
返
い
広
さ
、
総
工
事

曲
目
は
約
六
千
八
百
四
十
万
円

で
す
。

内
部
は
、
だ
い
だ
い
色
を

法
制
と
し
て
部
尚
昆
ご
と
の
用

途
に
応
じ
た
カ
ラ
フ
ル
な
配

当
E

色
を
し
て
お
り
、
明
る
く
親

'
h

し
み
や
す
い
ふ
ん
い
気
を
出
す
よ
う
く

ふ
う
さ
れ
て
い
ま
す
。

.，r<d 2、殺

お知らせ

こ
の
よ
っ
に
‘
子
ど
も
た
ら
が
中
心

に
指
呼
さ
れ
ま
し
た
が
、
目
だ
つ
の
は

お
と
立
の
交
通
マ
ナ
ー
の
恐
き
で
す
。

い
ぜ
ん
と
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
込
反
、
淵

酔
い
運
転
、
無
免
許
運
転
の
交
通
三
惑

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
人

の
自
覚
に
待
つ
よ
り
仕
万
が
あ
り
ま
せ

ん
。
逆
転
者
に
も
ヲ
一
度
自
分
の
運
転

を
痕
ワ
返
っ
て
み
て
も
句
い
た
い
も
の

で
す
。

子
ど
も
の
道
路
遊
び
ゃ
駅
構

内
の
横
断
、
線
路
へ

の
置
き
石
な
ど
は

税
の
責
任
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で

の
し
つ
け
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

a--

ま
た

戸

栄
養
相
談
室

所

新

庁

舎

が

成

，雷同

7c 

一
階
は
、
事
務
室
内
ほ
か
結
核
相
談

室
、
応
接
セ
y
ト
が
置
か
れ
た
広
い
ホ

/
明
る
く
健
全
な
就
労
を

と祈願祭で交通安全宣言 す る町 長

季

節

労

働

者

連

絡

協

が

発

足

出
か
せ
ぎ
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向

上
と
協
同
一
泊
利
の
明
進
を
図
ろ
‘
っ
!
と

『
今
令
聞
季
節
労
働
者
連
絡
協
議
会
』

が
発
厄
し
ま
し
た
。

現
在
.
町
に
は
季
節
的
に
町
内
外
で

競
労
す
る
人
が
約
九
百
人
を
数
一え
て
3

り
、
こ
れ
ま
で
は
出
か
せ
ぎ
援
護
相
談

所
に
よ
り
援
助
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い

-ま
し
た
。
し
か
し
、
労
働
者
側
も
職
安

幸
辿
さ
ず
に
就
労
し
た
り
し
て
ト
ラ
ブ

ル
も
多
い
た
め
、
働
く
も
の
が
手
を
と

り
あ
い
自
ら
の
活
動
で
明
る
く
他
全
な

就
労
を
し
よ
う
と
つ
く
ら
れ
た
も
町
で

す司
三
月
九
日
公
民
館
で
聞
か
れ
た
設
立

総
会
に
は
、

町
内
的
労
働
者
約
百
二
十

人
が
集
ま
り
、
出
品
約
、
事
業
計
画
を
決

的
た
あ
と
、
会
長
に
新
谷
定
治
さ
ん
(

南
栄
町
工
品
び
ま
し
た
。

今
年
皮
肉
卒
業
は
、
グ
ル
ー
プ
就
労

的
指
導
、
職
安
経
由
の
促
進
、
会
只
の

登
録
築
地
、
健
際
相
政
の
実
施
、
出
か

せ
ざ
先
の
巡
回
指
導
な
ど
の
就
労
対
鍛

技
能
講
習
会
の
開
催
、
る
す
家
庭
内
組

一
、
二
年
生
は

『負

一

け
な
い
よ
一
つ
一
生
け
ん
め
い
が
ん
ば

一

り
ま
す
』
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

一

る
と
あ
っ
て
、

円「

必
ず
受
け
よ
う

犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射

こ
と
し
の
犬
同
登
録
と
狂
犬
山
山
千
防

注
射
は
四
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
各
部
落
に
出
向
い
て
実
施
し
ま
す
。

登
録
料
は
、
更
新
一

が
二
百
円
(
四
月
中
一

?
と
新
規
は
三
百

問
、
注
射
料
は
=一
百

一

J
r

六
十
円
で
す
・
た
だ

一
也
、
」

し
、
日
程
日
以
外
に

干

一

し

注

射

す

る

場

合

は

、

一

ャ

J

往
診
料
と
し
て
三
百

・
戸

円
加
算
さ
れ
ま
す
の
一

aa

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
?

愛
犬
に
は
必
ず
登

録
と
注
射
を
受
け
る
と
と
も
に
、
飼
い

主
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
生
後
九
十
日
以
上
向
犬
は
‘
必
ず
役

場
に
登
録
し
、
毎
年
四
月
に
は
更
新

ノ

「事故 絶滅 を』

あ 豊メ
い 田
つ中
ぎ と
閉 日
校 進
式 中

織
化
、
広
報
活
動
的
推
進
な
ど
の
援
助

対
策
定
行
な
い
、
さ
ら
に
笑
態
調
査
、

傷
害
保
険
の
加
入
促
進
を
す
る
こ
と
に

』
て
い
ま
す
。

役
場
福
祉
労
政
課
に
事
務
局
が
あ
り

ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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「τ:管室品 tlE向
同しさ はしせ併校れ三中月
じ、をもたて訟と行円 円か
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き生、もに送に学 そ校た

ー
ル
、
新
し
い
装
置
を
加
え
た
レ
ン
ト

ゲ
ン
室
、
ま
た
二
階
は
、
会
議
室
、
母

子
、
栄
養
相
談
室
、
化
学
、
細
菌
試
験

室
、
衛
生
教
育
相
絞
室
な
ど
が
あ
り
、

全
似
品
風
暖
房
の
近
代
的
な
庁
舎
で
す
。

母
千
、
栄
養
相
談
室
は
、
ア
コ
ー
デ

オ
ン
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
開
放
す
る
と
百
人
程
度
の

講
習
会
も
で
き
、
保
健
所
で
は
ど
し
ど

し
利
用
す
る
よ
う
祈
l
『
て
い
ま
す
。

中

産/号
ん

米円
改 」I
良治
功凪

秀
労

賞
者

町
産
米
改
良
推
進
委
貝
会

(河
端
盟

会
長
)
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
産
米

奨
励
品
種
上
位
等
級
米
出
荷
者
と
し
て

次
の
各
氏
を
表
彰
し
ま
し
た
。

。
A
級

(四
百
一
依
以
上
出
荷
)

マ
最
優
究
賞
中
皐
幸
喜
(
団
代
)

マ
優
良
質
上
村
貞
夫

(神
丘
)
大
谷

従
道

(八
束
)
「
禾
繁
夫

(団
代
)
曽

我
井
寛
治

(神
丘
)
マ
努
力
賞
湯
元

消

(紳
丘
)
竹
内
輝
雄

(八
束
)
和
田

諒
一
(
豊
田
)
回
中
茂
光
(
神
丘
)
川

上
鉄
蔵

(肉旦
回
)
松
田
数
雄

(八
束
)

O
B
級

(三
百
一
依
i
四
百
依
出
荷
)

マ
優
秀
賞
河
田
保
夫

(神
丘
)
マ

優
良
賞
前
回
古

(悶
代
)
マ
努
力
賞

中
野
努
勝

(八
束
)
南
川
章

(州且回
)

M

柏
村
勉

(田
代
)
向
井
考

一
(
八
束
)

O
C
級

(二
百
一
俵
i
一一
一百
俵
出
荷
)

マ
優
良
賞
河
田
亘
(
神
丘
)
河
田

清

(神
丘
)
遠
藤
正
一

(八
束
)
河
田

汎

(神
丘
)
伊
藤
隆
雄

(団
代
)
マ
努

力
抗
竹
内
サ
ヨ

(八
束
)

。
D
級

(百
一
依
1
二
百
依
出
荷
)

マ
優
良
質
稲
垣
雅
夫

(白
石
)
山H

我
井
徳
弥

(神
丘
)
マ
努
力
武

天
沼

在

(
神
丘
)

。
五
十
，ν
出
荷
達
成
記
念
特
別
賞

回
数
雄

(
八
束
)

松

す
る
。

マ
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
毎
年
春
秋

(四
月
、
十
月
)
二
回
受
け
る
。

マ
犬
内
放
し
飼
い

は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
り
飼
い
か
、
世
に
ニ

μ以
内

向
く
さ
り
で
つ
な

い
で
飼
う
よ
う
に

し
、
早
川
刷
、
夜
削
に
も
放
さ
な
い
よ

う
に
す
る
。

マ
犬
の
い
る
見
や
す

い
場
所
に
図
的
標

示
板
を
は
る
。

e

マ
い

ら
立
〈
立
っ

た

犬
は
、
拾
て
る
と

野
犬
と
な
り
人
に

被
害
を
与
え
ま
す

の
で
、
必
ず
保
健

所
か
役
場
に
持
っ

て
い
く
。

マ
人
を
か
ん
だ
と
き

は
、
す
ぐ
役
場
に
属
け
、
犬
は
獣
医

師
に
検
査
し
て
も
ら
う
。

マ
犬
の
い
る
場
所
は
、
常
に
泊
潔
に
し

て
お
く
。

.津島さんが再ひ'行政相談委員に/

町内行政相談委員、結尚一良さ

ん(本町電話② -0907)が行政

管理庁長官から再委嘱き札ました.

行政相談委員は、国民のみなさ

んから図的行政についての苦情や

要望、意見などをお受けして、そ

のあっせん解決につとめるととも

に、行政町民主化、能率化を図る

ための仕事を行なっています。

みなさんが、わざわざ函館市に

ある行政管察局までいかな〈とも

気軽に相談できます。

お申し出は、直接口頭でなさる

ことをおすすめしますが、簡単な

ものは手紙でも電話でも結構です。

取り扱いは無料で秘密です.遠

慮なくご利用〈ださい。

・国保被保険者E正の更新は4月中

国保被保険者証は、 4月中に更

新しなければ使用できません。

新しい被保険者証は藤色です。

お手元を確認Lてまだ取り替えて

いない人は、至急役場福祉労政課

に来しください。

・25日に更新時講習会

運転免許証更新時講習会が4月

25日午後1時から公民館で行なわ

れます。

免許証を更新された人は、必ず

受けましょう。

.鯛理師試験が行なわれます

今年度内第 1回調理師試験 (国

家試験)が6月6日函館市で行な

われます.

受験資格は、2年以上町笑務経

験者で 5月7日ま でに申し込んで

くださいパ願書類は八幡町星加道

雄さんにある)

詳 Lいことは、保健所か制理師

会に問い合わせて〈ださい.

(11 ) 

ス マートな 保健所 の新斤舎

新

入

学

児

童

プ

レ

ゼ

ン

ト

lこ

品
ネ
並
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
会
長
吉

田
守
園
き
ん
)
か
ら
、
こ
と
し
も
町
内

向
新
入
学
児
童
全
員
(
百
四
十
四
人
)

に
突
一地
安
全
的
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
抗
色
地
的
ビ
ニ

ー
ル

製
で
『
学
輩
安
全
』
と
白
か
れ
て
い
ま

す
.
こ
れ
止
は

一
枚
ご
と
に
五
万
円
の

交
通
傷
害
保
険
も
つ
い
て
お
り
、
お
か

あ
さ
ん
た
ち
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。



巨亙記

早
く
訂
正
す
る
と
有
利

確
定
申
告
の
ま
ち
が

昭
和
四
十
七
年
分
町
確
定
申
告
の
受

付
は
三
月
十
五
日
で
終
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
確
定
申
告
を
し
た
後
で
、

内
容
が
ま
ら
が

っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ

い
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
確
定
申
告

が
ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
、
訂
正
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
訂
正
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
税
額
を
少
な
〈
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
額
的
計
算
を
ま
ち
が
い
、

納
め
た
税
金
が
少
な
か

っ
た
り
、
泣
付

を
受
け
る
税
績
が
多
か
っ
た
り
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
は
『
修
正
申

告
』
守
し
て
正
し
い
も
の
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
町
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で
も
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ

く
早
く
し
た
方
が
有
利
で
す
.

つ
ま
り
、
税
務
署
的
関
査
を
受
け
た

後
で
修
正
申
告
を
し
た
と
き
は
過
少
申

告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
自
分
で

ま
ち
が
い
を
発
見
し
て
調
査
を
受
け
る

前
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少

申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

マ
税
額
を
多
〈
計
算
し
て
い
た
と
き

所
得
や
税
額
の
計
算
を
ま
ち
が
っ
た

た
め
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
迫

L、

付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
き
に
は
‘
正
当
な
税
額
に
な

お
す
よ
う
に
唱
更
正
の
簡
求
』
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
稲
求
が
で
き
る
期
聞
は
、
申

告
期
限
か
ら

一
年
間
で
す
か
ら
、
昭
和

四
十
七
年
分
的
所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

更
正
の
梢
求
を
す
る
と
、
税
務
署
で

は
そ
の
内
容
を
制
べ
て
、
納
め
過
ぎ
の

税
金
を
返
す
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
.

7
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
忘
れ
て
い
た
り
し
て
申
告
を
し

て
い
な
か

っ
た
と
き
は
、
申
告
期
限
後

で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
『
期
限
後
申
告
』
は
、
税
務
署

か
ら
決
定
的
通
知
が
あ
る
ま
で
は
い
つ

で
も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

な
る
べ
く
早
く
し
た
方
が
有
利
で
す
。

つ
ま
り
、

期
限
後
申
告
を
し
な
い
で

税
務
署
か
ら
決
定
町
通
知
を
受
け
る
と

税
傾
向

一
O%
の
無
申
告
加
算
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
調
査
を
受
け
る
前
に
申

告
を
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
却
杭
は

税
額
の
五
%
で
す
み
ま
す
。

(
八
雲
税
務
署
)

一

上

村

皇

官

一一
男
)
神
丘

一

加

藤

由

里

子

(

貫

長

女

)

神

丘

一

加

藤

三
恵
子
(
貢

二
女
)
神
丘

一

村

上

忍

(

文

雄

長

男

)

種

川

一

寺

田

由

香

(

隆

一

長
女
)
稲
穂

一

伊

藤

明

子

(

良

一

長

女

)

金

原

-

土

谷

こ

ず

え

(

厳

長

女

)

能

川

一門
官
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

岡
野
義
範
(
信
夫
長
男
)
御
影

一
小
田
島
将
(
忠
幸
長
男
)
大
和
町
下
本
百
合
子
(
久
夫
長
女
)
御
彬

一

タ

下

司

(

健

一
一
一
男

)

末

広

町

山

田

尚

子

(
庫
治
長
女
)
高
美
町

一
菊
地
啓
子
(
義

一

長

女

)

末

広

町

柏

田

到

(

守

長

男

)

南

町

一
竹
田
裕
志
(
正
男
長
男
)

緑

町

畑

典
克

(
昭
一
長
男
)
寒

昇

一

吉

田

慶

一
(鹿

弘

長

男

)

末

広

町

山

下

和

臣

(

修

長

男

)

曙

町

発
行
北
海
道
今
金
町
役
場

小編
集

・
総
務
企
画
課

印
刷
・
長
門
出
版
社

=広報E

トヒqックス

-
千
代
桜
聞
に
化
粧
ま
わ
し

春
場
所
十
両
に
井
進
し
勝
ち
越
し
た
千
代

桜
闘
が
後
媛
会
の
激
励
会
に
出
席
の
た
め
帰

町
し
ま
し
た
が
、
そ
の
席
上
後
援
会
か
ら
空

色
町
絹
地
に
桜
と
広
士
山
を
刺
し
?
っ
し
た

豪
華
主
化
粧
ま
わ
し
が
胸
ら
れ
ま
し
た
。

、埋型1¥¥¥
前月に比べて

人口 10，853 (ー18) 

男 5，296(-8 ) 

女 5，557(-10) 

世帯 2.746 (-3) 

(i~ 月初日現在 的)
1主民基本台帳人口j

)
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〔

-
電
話
局
で
交
通
信
号
機
の
清
掃
奉
仕

容
の
交
通
妥
全
運
動
向
初
日
、
今
金

電
報
電
語
局
で
は
駅
前
交
差
点
に
あ
る

交
通
信
号
機
的
清
掃
奉
仕
を
し
ま
し
た
。

電
語
の
配
線
に
使
、
ワ
ハ
シ
ゴ
車
二
台

を
使
い
み
が
き
を
か
け
ま
し
た
が
、
見

違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
運
転
者

か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

平
野
浩
司
(
俊
春
長
男
)
神

今
野
真
理
子
(
忠
二
女
)
稲

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

山

本

俊

雄
H
H
杉

山

柳

子

神

鎌
田
普
右
エ
門
目
横
山
良

子

栄

目

下

義
博

I
川
崎
恵
美
子

御

渡

瀬

和

夫

i
古

田

裕

子

金

川

上

等

1
平

沢

絹

子

盟

国国
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

渡

辺

描

権

一

歳

日
出
町

山
本

民

吉

七

十

九

歳

神

丘

水
野

清

三

七

十

六

歳

鈴

金

(
一
一
月
分
)

発
行

・
錦
・

4

初 穂丘田原彬町丘


